




         自動品詞分解を通しての古語のデータベース化
                    大阪樟蔭女子大学学芸学部西端幸雄
 わが国の古典文学作品の語彙（古語）データベースを構築しようとする場合の作業の流れを
振り返ると，



































306 統計数理 第38巻 第2号 1990
      G 品 詞     2バイト（半角2桁）
      H 掛 詞     1バイト（半角の「・」）
      I 所 在     2バイト（半角2桁）＜1行中の位置〉
      J 索引種    1バイト（半角1桁）＜W・K・Nで表現〉






      図書館情報大学図書館情報学部松本浩一
 1．人文系研究と個人用データベース
 人文系の研究においては，研究資料の収集，蓄積，処理が個人的た環境の中で進められるこ
とが多いが，最近のパーソナルコンピュータとそのDBソフトの普及によって，そのような研
究にたずさわる人たちのコンピュータ利用の機会は，一気に拡大されたように思われる．そし
てその取り扱う資料が様々た形態を備えていることを反映して，バソコソの利用方法も様々た
ものが考えられる．たとえばある古典的作品のテキストに関するものであれば，以前から見ら
れたようにその全文を入力して索引作成に利用したり，カードにかわるものとして，資料とし
て有用た部分を抜出して入力しておき，論文作成の際にワープロソフトと組合わせて利用した
り，あるいはある一部の記事や文書に簡単た要約やキーワードをつけておいて，資料索引とし
て利用したりすることが行なわれている．またこの他に関連の資料や研究論文を扱った書誌の
データベース，民俗学の調査報告書など様々な調査のデータを扱ったデータベースだとが考え
られる．しかしここで注目すべきことは，個人で人文系の研究を進めていく場合，これら様々
な情報の間の関係が特に重要になってくることである．たとえば必要た資料の書誌データの場
合であれば，解題，版本，研究論文あるいはその中の記事に対するコメント等の情報が，それ
に関連して必要となってくる．またテキストデータであれば，校勘，注釈，研究論文あるいは
研究者自身のコメント，そして関連の資料等が関わってくる．しかし，いままでのところ，研
究の過程で関わってくる様々た形態の情報を，パソコン上にいかに有効に組織化していくかに
ついてあまり議論がたされているとはいえない．ここでは古典Iのテキストとそれに関係するい
くつかの情報とを，バソコソのDBを利用して組織化を試みた一例として，吉田貴子氏の昨年
度の卒業研究「おくのほそ道」データベースの試作を紹介した．
 2．「おくのほそ道」デ丁タベース
 周知のように「おくのほそ道」の本文は，文章の部分と発句とからなる．ここではテキスト
は『校本芭蕉全集』にあるものを底本とし，関連情報としては，校異，注釈（菅菰抄等の古注，
明治以後の新注），関連資料（芭蕉の書簡，曽良旅日記，俳諸書留等），研究論文等を取りあげ，
PC98土にDBソフトr桐」を使用してデータベース化した．たおテキストや注釈の採用，また
検索上の要求等については，専門の研究者にアドバイスを仰いだ．そして関連情報のうち，曽
